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1. 多項分布の適合度検定における対数尤度比統計量と帰無分布の近似式
X = (X1, . . . , Xk)

′を多項分布Mk(n,π)に従う確率変数ベクトルとする。単純帰無仮
説H0 : π = p を検定するための対数尤度比統計量は

T = 2
k∑

j=1

Xj log

(
Xj

npj

)

で与えられ，通常は極限分布である χ2
k−1 分布に基づく近似検定がおこなわれている。

多項分布 Mk(n,p)に従う確率変数をX = (X1, . . . , Xk)
′ とし，Yj = (Xj − npj)/

√
n

(j = 1, . . . , k), Y = (Y1, . . . , Yk−1)
′ とおくと，T は Y の関数として，

T (Y ) = 2
k∑

j=1

(npj +
√
nYj) log

(
1 +

Yj√
npj

)

と表現できる。Siotani and Fujikoshi [1] は，Yarnold [3] の定理を適用することに
より，H0 のもとでのT の分布の下側確率に対する漸近展開式を以下のように与えた。

Pr{T < c|H0} = J1 + J2 + J3 +O(n−3/2)

ここで，J1 は多変量エッジワース展開の項，J2 と J3 は不連続項であり，

J1 = Pr{χ2
k−1 < c}+(12n)−1

1− k∑
j=1

p−1
j

[Pr{χ2
k−1 < c} − Pr{χ2

k+1 < c}
]
+O(n−3/2),

Ĵ2 =

ec(2π)k−1
k∏

j=1

pj


−1/2

n−(k−1)/2
{
N(c)− n(k−1)/2V (c)

}
,

N(c) は集合B(c) = {y = (y1, . . . , yk−1)
′ : T (y) < c} に含まれる格子点の数, V (c) は

集合B(c) の体積である。
J3 項は非常に複雑であることと J3 = O(n−1) であることから，Siotani and Fu-

jikoshi [1] はPr{T < c|H0} に対する近似式として，J1 + Ĵ2 を提案した。

2. 漸近展開の不連続項 Ĵ2 を考慮した統計量の変換
Ulyanov and Zubov [2] は，k ≥ 4 のとき，J2 = Ĵ2 + O(n−1) と J2 = O(n−1+1/k)

を示した。そこで，k → ∞ のとき Ĵ2 のオーダーがO(n−1) に近づくことから，本報
告では，Ĵ2 の主要項をn−1 の項として形式的に表現し，T にバートレット型変換を施
すことにより新たな検定統計量を構成した。
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